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令和４年７月１日



    
令
和
四
年
度

   
定
時

   
総
会

　

五
月
三
十
一
日(

火)

午
後
一
時
三
十

分
か
ら
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
四
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
か
ら
、
規

模
を
縮
小
し
て
の
定
時
総
会
開
催
と

な
り
、
今
回
に
お
き
ま
し
て
も
来
賓

の
ご
出
席
を
賜
る
こ
と
は
自
粛
し
、

会
員
の
皆
様
に
も
、
で
き
る
だ
け
委

任
状
ま
た
は
書
面
議
決
権
行
使
書
で
の

出
席
を
お
願
い
し
、
少
人
数
型
式
で
の

定
時
総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
光
田
理
事
が
開
会
の
宣
言

を
し
た
後
、
木
下
理
事
長
が
挨
拶
を
行

い
、
続
い
て
会
員
表
彰
式
、
議
事
へ
と

移
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
は
じ
め
に
油
谷
地
区
の

山
根
充
則
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
事
務

局
が
定
足
数
の
報
告
を
行
い
、
そ
の
後

は
山
根
議
長
進
行
の
も
と
議
案
審
議
へ

と
入
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
は
、
第
一
号
議
案
の
令
和

三
年
度
事
業
報
告
の
承
認
を
含
め
、
提

出
三
議
案
に
つ
い
て
順
次
提
案
理
由
の

説
明
及
び
質
疑
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
事
お
よ
び
報
告
が
終
了
し
、
長
冨

理
事
に
よ
る
閉
会
の
こ
と
ば
を
も
っ
て

定
時
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

　第
一
号
議
案

　「令
和
三
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に

　つ
い
て
」

　第
二
号
議
案

　「令
和
三
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び

　監
査
報
告
に
つ
い
て
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
は
い
ま
だ
不
透
明
で
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業(

以
下
シ
ル
バ
ー
事

業)

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け

て
い
る
が
、
一
方
で
、
『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
』
へ
の
社
会
体
制
づ
く
り
も
急
速
に

進
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
で
は
さ
ら

な
る
少
子
高
齢
化
の
伸
展
に
よ
る
人

口
減
少
過
程
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
労

働
人
口
の
減
少
と
い
う
大
き
な
問
題
を

抱
え
、
こ
う
い
っ
た
問
題
を
解
消
す
る

中
心
的
役
割
を
担
う
シ
ル
バ
ー
事
業
の

拡
充
が
重
要
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で

も
会
員
・
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
地

道
な
取
り
組
み
を
続
け
た
結
果
、
会
員

数
は
七
年
ぶ
り
に
前
年
度
数
を
上
回
っ

た
。
ま
た
、
事
業
実
績
に
つ
い
て
も
、

請
負
・
委
任
・
派
遣
の
総
受
注
額
が
対

前
年
度
比
二･

二
％
の
増
加
と
な
っ
た

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監

事
の
山
根
雅
尚
氏
に
よ
る
監
査
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
両
議
案
は
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　第
三
号
議
案

　「理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ

　い
て
」

　

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
口
県
知

事
に
提
出
す
る
事
業
報
告
等
の
書
類
に

関
し
ま
し
て
、
会
員
の
権
利
義
務
に
関

し
な
い
軽
微
な
字
句
の
修
正
、
違
算
や

誤
字
の
修
正
並
び
に
行
政
庁
か
ら
の
修

正
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、
そ
の

修
正
を
理
事
長
に
一
任
い
た
だ
き
た
く

総
会
の
承
認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

る
。
と
い
う
事
務
局
か
ら
の
提
案
理
由

の
説
明
が
あ
り
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　報
告
第
一
号

　「令
和
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

　報
告
第
二
号

　「令
和
四
年
度
収
支
予
算
及
び
資
金

　調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ

　い
て
」

　

我
が
国
で
は
働
く
意
欲
の
あ
る
す
べ

て
の
者
が
生
涯
現
役
で
活
躍
し
続
け
る

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
実
現
の
た
め
、

更
な
る
高
齢
者
の
就
業
確
保
措
置
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
に
積
極
的
に

取
り
組
む
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

重
要
性
と
地
域
か
ら
の
期
待
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
会

員
拡
大
の
取
り
組
み
を
一
段
と
強
め
、

引
き
続
き
地
域
に
お
け
る
存
在
意
義
を

高
め
て
い
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。　
　
　

　

今
後
も
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
て

い
く
た
め
、
関
係
諸
機
関
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
令
和
四
年
度

か
ら
取
り
組
む
『
第
四
次
中
期
基
本
計

画
』
を
指
針
と
し
て
、
強
固
な
セ
ン

タ
ー
基
盤
構
築
、
安
定
的
な
事
業
運
営

に
努
め
て
い
く
。

　

続
い
て
、
令
和
四
年
度
収
支
予
算
及

び
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
内
容
の
説
明

が
あ
り
、
両
報
告
を
終
え
ま
し
た
。
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理 事 長
木下　紀一郎

 

理
事
長
あ
い
さ
つ

　　

令
和
四
年
度
公
益
社
団
法
人　

長
門

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の

開
催
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
度
の
総
会
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
お
よ
び
会
員
、
関
係

者
各
位
の
健
康
、
安
全
を
第
一
と
考
え
、

三
年
連
続
で
少
人
数
規
模
で
の
開
催
と
い

た
し
ま
し
た
。
な
に
と
ぞ
実
情
ご
賢
察
の

う
え
、
ご
理
解
、
ご
承
認
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
令
和
二
年
一
月
に
日
本
で
初
め
て
確

認
さ
れ
て
か
ら
二
年
以
上
経
過
し
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
収
束
の
気
配
が
見
え
て

い
ま
せ
ん
。
皆
様
も
よ
く
ご
存
じ
の
よ
う

に
感
染
を
防
止
す
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
行
動
を
避
け
、

基
本
的
な
予
防
策
を
日
常
生
活
の
中
に
定

着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
で
な
く
、
本

年
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
よ
り
、
幅
広

い
食
品
や
電
気
料
金
、
ガ
ソ
リ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
物
価
が
値
上
げ
さ
れ

る
な
ど
、
国
民
生
活
を
圧
迫
し
て
お
り
、

景
気
減
速
へ
の
懸
念
も
急
速
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
今
世
紀
最
悪
と
も
い
え
る
こ
れ
ら
の
状

況
は
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

一
刻
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
収
束
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
終
結
す
る
こ
と
を
祈
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、

国
及
び
関
係
機
関
か
ら
の
ご
支
援
、
特
に

長
門
市
に
お
い
て
は
補
助
金
の
支
援
や
公

共
事
業
等
発
注
の
維
持
に
特
段
の
ご
配
慮

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
温
か
い
ご
支
援
に
応
え
る
た

め
、
会
員
の
皆
様
に
は
長
年
培
っ
て
き

た
豊
か
な
経
験
と
知
識
・
技
能
を
存
分
に

生
か
し
、
長
門
市
が
進
め
て
お
ら
れ
る
生

き
が
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
に
ぜ
ひ
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
の
事
業
実
績
の
概
要
に

つ
き
ま
し
て
は
、
長
門
市
や
企
業
、
団

体
及
び
市
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支

援
と
ご
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
、
親

切
、
丁
寧
な
就
業
と
受
注
の
拡
大
に
努

め
た
結
果
、
前
年
度
に
比
べ
て
請
負
契

約
金
額
は
、
二
・
四
％
の
増
、
派
遣
契

約
金
額
が
〇
・
五
％
の
減
、
請
負
・
派

遣
を
合
わ
せ
た
総
契
約
金
額
は
二
・

二
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
要
と

な
る
会
員
数
は
、
会
員
の
皆
様
の
「
会

員
一
人
一
会
員
獲
得
運
動
」
へ
の
ご
尽
力

や
、
「
夫
婦
会
員
会
費
割
引
制
度
」
の
導

入
な
ど
、
会
員
拡
大
に
会
員
、
役
職
員
が

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
三
月

末
現
在
の
会
員
数
は
前
年
同
期
に
比
べ
て

七
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
根
幹
を
な
す
安
全
就
業
の
取
り
組
み
で

は
、
例
年
通
り
安
全
委
員
に
よ
る
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
職
群
班
長
に
よ
る
安

全
就
業
の
指
導
、
点
検
等
、
事
故
の
未
然

防
止
に
努
め
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
傷

害
事
故
が
二
件
、
賠
償
事
故
が
三
件
発
生

し
ま
し
た
。

　
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
会
員
一
人
ひ

と
り
が
安
全
意
識
の
徹
底
と
そ
の
高
揚
を

図
り
、
常
に
安
全
就
業
を
心
が
け
る
こ
と

が
、
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
厳
し
い
少
子
高
齢
化
が
続
く
人
口
減
少

社
会
の
中
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
従
来
の
少
子
化
対
策
だ
け
で
な
く
、

女
性
や
高
齢
者
の
働
き
方
改
革
な
ど
、

人
口
減
を
前
提
と
し
た
社
会
の
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
現
役
世
代
に
偏
っ
て
い
た
働

き
手
に
、
女
性
や
高
齢
者
に
も
よ
り
多
く

加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
経
済
活
動
の

維
持
を
図
る
と
い
う
の
が
目
的
で
す
。
高

齢
者
に
な
っ
て
も
健
康
で
あ
る
限
り
「
引

退
」
し
な
い
時
代
は
も
う
目
前
で
す
。

　

今
後
の
当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て

は
、
令
和
四
年
度
か
ら
の
五
カ
年
計
画
で

あ
る
「
第
四
次
中
期
基
本
計
画
」
を
指

針
と
し
て
財
政
の
健
全
化
及
び
効
率
的

な
事
業
運
営
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ

る
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
不
安
定

化
に
加
え
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら

始
ま
る
消
費
税
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

に
と
っ
て
は
存
続
に
か
か
わ
る
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に

は
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
念
願
し
て

い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
長
門
市
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
、
関
係
事
業
所
等
の

限
り
な
い
ご
発
展
と
、
会
員
並
び
に
ご

家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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　事業実績状況  （令和4年3月31日現在）

1. 会員数

2. 職群別就業状況 3. 業種別就業状況 4. 派遣事業実績　

年齢別会員数
合計

60歳未満 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上

男 性 0 13 68 108 69 38 296

女 性 1 10 35 47 23 17 133

計 1 23 103 155 92 55 429

職　群 受注金額
技  　術  　群 3,790 
技  　能  　群 30,393 
事 務 整 理 群 1,581 
管  　理　  群 66,345 
折 衝 外 交 群 2,784 
一 般 作 業 群 70,185 
サ ー ビ ス 群 768 

計 175,846 

公 共 事 業 87,652 

一 般 企 業 等 38,888 

個 人 ・ 家 庭 49,269 

独  自  事  業 37 

計 175,846 

件 　 　 　 数（ 件） 15 

契 約 金 額（ 千 円 ） 18,558 

就 業 実 人 員（ 人 ） 29 

就 業 延 人 員（ 人 ） 3,247 

（単位：千円）

（単位：人）

（単位：千円）

　

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日(

火)

、

山
口
市
の
県
土
連
ビ
ル
で
開
催
さ
れ

た
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
定
時
総
会
に
お
い
て
、
会
長

表
彰
を
受
賞
し
た
県
内
の
優
良
セ
ン

タ
ー
並
び
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
役
員
等
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
セ
ン
タ
ー
は
、『
優
良
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
』
と
し
て
、
昨
年
度

に
続
き
二
年
連
続
で
選
出
さ
れ
、
セ

ン
タ
ー
を
代
表
し
て
木
下
理
事
長
に

表
彰
状
及
び
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、『
セ
ン
タ
ー
事
業
貢
献

役
員
』
に
は
県
内
セ
ン
タ
ー
の
中
か

ら
十
名
の
役
員
の
方
々
が
選
出
さ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
田
村
耕
治
理
事

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山口県シルバー人材センター連合会　会長表彰
優良シルバー人材センター受賞
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シ
ル
バ
ー
文
芸

シ
ル
バ
ー
文
芸

・
地
蔵
移
設　

若
葉
晴
れ
た
り　

旧
参
道

・
苗
代
の　

水
に
た
だ
よ
う　

蛙
の
音ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
地
区　

  

大
田　

浩
己

・
姉
あ
ね
い
も
と妹　

付
き
て
離
れ
て　

柏
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

長
門
地
区　

  

佐
貫　

勝
代

・
忘
れ
得
ぬ　

背は
い
ご後
掃そ
う
し
ゃ射　

幼
き
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

長
門
地
区　

  

福
島　

英
夫

・
か
ぶ
り
つ
く　

甘
さ
いっ
ぱ
い　

広
ご
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
い
し
二
人
に　

夏
の
訪
れ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

長
門
地
区　

  

佐
貫　

勝
代

・
幸
せ
を　

量は
か

れ
ば
厨
く
り
や　

立
つ
元
気　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   　
　
　
　
　
長
門
地
区　

  

佐
貫　

勝
代

・
初
恋
の　

人
じ
ゃ
な
い
け
ど　

大
当
た
り　
　
　
　
　
　
　

・
星
に
な
り　

友
の
笑
顔
が　

目
に
浮
か
び　
　
　
　
　
　
　

　
　
　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
地
区　

 

山
根　

雅
尚

俳
句

川
柳

短
歌

令和4年度　長門市シルバー人材センター 表彰

　五
月
三
十
一
日（
火
）、
令
和
四
年
度
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
令
和
四
年
度
の
長
門

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　今
回
の
表
彰
に
つ
い
て
は
、
会
員
表
彰
の
み
と
な

り
、
対
象
と
な
る
会
員
在
籍
二
十
年
表
彰
者
八
名
、

在
籍
十
年
表
彰
者
二
十
四
名
の
合
計
三
十
二
名
の
会

員
が
受
賞
さ
れ
、
代
表
し
て
油
谷
地
区
の
永
松
泰
様
、

長
門
地
区
の
村
田
ヨ
シ
子
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

表
彰
状
及
び
記
念
品
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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会
員
の

　ひ
ろ
ば

　

福
岡
か
ら
単
身
で
長
門
市
に
ご
縁

を
い
た
だ
き
、
約
五
年
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
風
光
明
媚
な

こ
の
地
域
に
住
む
こ
と
が
で
き
、
大

変
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
三
月
で
前
職
を
退
任

し
、
今
回
知
人
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
紹
介
い
た
だ
き
、
地
域

の
皆
様
へ
の
恩
返
し
と
し
て
入
会
い

た
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
マ
ジ
ッ
ク
の
資
格
を
取

り
、『
介
護
マ
ジ
ッ
ク
』
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
に
な
り
、
諸
先
輩
方
に

親
切
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
取
り

組
む
活
動
が
新
た
な
楽
し
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
の
父
母
も
以
前
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
し
た
。
セ
ン

タ
ー
で
の
活
動
の
多
く
は
表
立
っ
て

見
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
で
あ

り
、
利
用
さ
れ
る
人
々
の
た
め
に
存

在
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
そ
こ
に
父
母
が
感
じ
て
い
た
で

あ
ろ
う
『
貢
献
』
と
い
う
充
実
感
を

共
有
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 　

一
年
前
、
血
液
検
査
結
果
を
見

た
主
治
医
に
「
本
日
検
査
し
た
人
の

中
で
断
ト
ツ
の
一
番
で
す
。
帰
っ
て

反
省
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

前
々
か
ら
数
値
に
飲
酒
が
大
き
く

関
係
し
て
い
る
と
の
自
覚
は
あ
り
ま

し
た
が
、
自
ら
の
意
思
で
禁
酒
す
る

こ
と
な
ど
到
底
不
可
能
で
あ
る
こ
と

も
解
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
強
制
的

に
『
飲
め
な
い
』
状
況
を
作
る
べ
く
、

夜
間
管
理
業
務
を
志
願
い
た
し
ま
し

た
。

　

と
い
う
わ
け
で
二
ヶ
月
が
経
過
し

た
今
、『
飲
め
な
い
』
こ
と
は
全
然
苦

痛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
酒
が
入
ら

な
い
と
寝
つ
き
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

六
月
の
検
査
の
結
果
が
少
し
だ
け

楽
し
み
で
す
。

油
谷
地
区
　石
川
　信
男

油
谷
地
区
　小
林
　宏
徳

油
谷
地
区
　檜
垣
　正
男

新
人
で
す

活
動
へ
の
思
い

休
肝
日
確
保
！！
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転
勤
族
の
生
活
か
ら
三
隅
の
実
家

に
帰
っ
て
き
た
。
介
護
施
設
で
働
き

介
護
福
祉
士
と
な
り
、
親
父
や
お
袋

の
『
介
護
時
々
百
姓
』
の
生
活
だ
っ

た
が
、
こ
の
度
友
人
の
紹
介
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、『
宿

泊(

夜
間
管
理)

時
々
草
刈
』
の
生
活

と
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
地
域
の
人
と
の
交

流
が
少
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
畑
で
か

わ
す
近
所
の
人
と
の
何
気
な
い
話
や
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
で

の
会
話
が
社
会
と
接
す
る
交
流
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
少
し
運
動
を
し
て
、
健
康
で

釣
り
に
没
頭
す
る
時
間
も
作
り
た
い
。

　

母
の
介
護
が
五
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
昨
冬
あ
た
り
か
ら
介
護
に
伴
う

費
用
や
光
熱
費
な
ど
が
家
計
に
重
く

の
し
掛
か
っ
て
き
て
、「
こ
れ
で
は
い

か
ん
、
介
護
を
し
つ
つ
少
し
で
も
家

計
の
助
け
に
な
る
仕
事
を
探
さ
な
け

れ
ば
」
と
、
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

知
人
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
と
し
て
、
こ
の
四
月
か
ら
草

刈
り
や
剪
定
作
業
後
の
片
付
け
作
業

等
の
仕
事
に
就
き
、
不
慣
れ
な
仕
事

に
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、
働
く

喜
び
を
実
感
で
き
、
一
時
的
で
も
介

護
の
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

の
演
奏
で
す
。
始
め
て
か
ら
四
十
五

年
に
な
り
ま
す
。
き
っ
か
け
は
当
時

ギ
タ
ー
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い
た
セ

ゴ
ビ
ア
の
演
奏
を
聴
い
て
衝
撃
を
受

け
、
や
る
気
に
火
が
つ
き
、
十
年
頑

張
り
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
無
心
で
練

習
し
ま
し
た
。

　

昨
年
退
職
し
、
ギ
タ
ー
の
練
習
に

専
念
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
後
遺

症
で
以
前
の
よ
う
に
指
が
動
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
残
念
で
す
！

　

こ
れ
か
ら
は
好
き
な
ギ
タ
ー
の
練

習
を
す
る
こ
と
で
症
状
が
改
善
で
き

れ
ば
ま
た
好
き
な
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

三
隅
地
区
　村
田
　秀
清

長
門
地
区
　山
下
　幸
雄

日
置
地
区
　山
田
　和
男

   

介
護
と

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

  

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に

  

魅
せ
ら
れ
て

介
護
時
々
百
姓

全国統一スローガン「いつまでも　働く喜び　無事故から」
　毎年７月はシルバー人材センターの全国安全・適正就業強化月間です。「安
全が全てに優先する」を合言葉として、事故防止及び適正就業の徹底をさら
に心がけ、就業途上中の交通事故や熱中症なども含め、事故の撲滅に取り組
みましょう。

全国安全・適正就業強化月間 ( ７月１日～７月３１日 )
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「
あ
の
日
あ
の
時
」

　
　
　
　

長
門
地
区　

 

佐
貫
　勝
代

　

老
い
し
身
も
凍
て
付
く
月
日
も
通

り
過
ぎ
、柔
ら
か
な
地
か
ら
顔
を
出

す
蕗
の
と
う
。ひ
と
足
早
く
天
ぷ
ら
、

お
ひ
た
し
と
旬
を
満
喫
し
、老
い
た

体
も
少
し
伸
び
を
す
る
季
節
と
な
り

テ
ー
ブ
ル
に
用
紙
を
広
げ
孫
と
の
思

い
出
を
綴
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
六
月
に
、小
学
校
三
年
生

に
な
る
孫
と
湯
本
探
索
へ
。バ
ス
で
大

寧
寺
ま
で
行
き
、そ
の
後
は
誰
に
も

会
う
こ
と
な
く
静
寂
と
緑
に
包
ま
れ

た
寺
へ
と
二
人
は
溶
け
込
ん
で
い
く
。

参
拝
を
済
ま
せ
た
後
、春
に
秋
に
と

活
躍
し
た
シ
ー
ト
を
広
げ
お
弁
当
を

食
べ
な
が
ら
、あ
ん
な
こ
と
、こ
ん
な

こ
と
が
甦
る
。そ
の
後
、大
内
義
隆
の

墓
ま
で
駆
け
足
で
登
る
孫
と
、ぼ
つ

ぼ
つ
と
何
と
か
登
り
切
っ
た
私
と
で

と
ば
か
り
で
す
が
、早
く
穏
や
か
な

暮
ら
し
に
戻
れ
る
よ
う
祈
り
な
が
ら

ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

「
私
の
健
康
法
」

　
　
　
　

長
門
地
区　

 

宮
本
紗
得
子

　

人
間
の
身
体
は
三
日
休
ま
せ
る
と

元
に
戻
す
の
に
一
週
間
か
ら
十
日
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
は
毎
朝
目
が
覚
め
る
と
足
の
指

の
運
動
を
始
め
ま
す
。
ま
ず
五
本
の

指
を
開
い
て
閉
じ
て
、
グ
ー
・
チ
ョ

キ
・
パ
ー
と
五
、
六
回
行
い
、
次
に

足
首
を
前
後
、
左
右
に
動
か
し
て
膝

に
移
り
ま
す
。
し
っ
か
り
膝
の
曲
げ

伸
ば
し
を
行
い
、
股
関
節
を
回
し
て

起
床
し
ま
す
。

　

次
に
歯
を
磨
き
な
が
ら
つ
ま
先
立

ち
を
三
十
秒
、
腰
の
上
下
・
左
右
の

曲
げ
伸
ば
し
を
三
回
し
て
歯
磨
き
を

終
え
ま
す
。
続
い
て
温
か
い
白
湯
ま

た
は
お
茶
を
ゆ
っ
く
り
と
飲
み
寝
具

を
片
付
け
た
後
、
愛
犬
と
一
緒
に
外

に
散
歩
に
出
て
、
さ
わ
や
か
な
空
気

を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
今
日
一
日

が
始
ま
り
ま
す
。
あ
と
は
食
事
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
い
つ
ま
で
も
健

記
念
撮
影
し
た
次
は
、稲
荷
神
社
へ
。

今
日
は
人
形
や
羽
子
板
の
供
養
祭
に

巡
り
合
え
た
。

　

何
百
の
人
形
や
羽
子
板
に
火
が
放

た
れ
、見
る
見
る
う
ち
に
燃
え
上
が

り
、そ
の
後
風
が
攫さ
ら

う
よ
う
に
羽
子

板
の
炎
が
消
え
去
る
の
を
見
て
、私

達
は
居
た
た
ま
れ
ず
神
社
を
後
に
し

た
。ま
だ
子
供
で
あ
る
孫
に
は
あ
の

彷
徨
う
炎
を
ど
う
感
じ
た
の
だ
ろ

う
。

　

帰
り
は
歩
き
、八
百
屋
や
足
湯
ま

で
。私
は
疲
れ
果
て
、ち
ょ
っ
と
喫
茶

で
一
休
み
と
提
案
し
た
が
、

「
バ
バ
、私
が
持
っ
て
き
た
ケ
ー
キ
あ

る
よ
ね
」、「
足
湯
は
そ
こ
よ
、頑
張
っ

て
！
」

『
老
い
て
は
子
に
従
え
』足
湯
で
八
百

屋
の
み
か
ん
を
振
る
ま
い
、子
供
達

の
束
の
間
の
出
会
い
に
も
ほ
っ
と
す

る
。時
計
を
見
る
と
午
後
四
時
を
ま

わ
り
、朝
十
時
に
出
発
し
て
か
ら
六

時
間
︙
。二
人
と
も
歩
き
疲
れ
ま
し

た
。家
に
帰
り
お
風
呂
を
済
ま
せ
る

と
、孫
は
籐
椅
子
で
夢
の
中
。

「
ご
め
ん
ね
、バ
バ
が
一
日
貴
女
を
束

縛
し
た
ね
」

他
愛
も
な
い
昨
年
の
ひ
と
齣
を
辿
っ

て
み
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
世
の
中
は
心
の
痛
む
こ

ひ
と
と
き

康
で
元
気
に
働
け
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

長
門
地
区

 

山
根
　雅
尚

 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」、「
車
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

　

一
年
位
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
一
環
と
し
て
早
朝
の
交
通
見
守

り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
小

学
校
に
通
う
一
年
か
ら
六
年
生
ま
で

が
対
象
で
、
元
気
の
い
い
子
、
お
と

な
し
い
子
、
わ
が
ま
ま
な
子
等
、
性

格
は
千
差
万
別
で
、
家
の
中
の
様
子

が
見
え
る
よ
う
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
子
供
た
ち
に
気
を

遣
う
人
も
あ
れ
ば
、
逆
に
無
関
心
な

人
も
い
ま
す
。

　

今
後
も
子
供
た
ち
が
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
体
力
が
続
く
限
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
続
け
、
長
門
市
か
ら
一

件
の
事
故
も
発
生
し
な
い
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。
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「
私
の
独
り
言
」



問 1■回答者について

問 2■シルバー人材センターについて

②シルバー人材センターを利用されたきっかけは？（複数回答）

③ご利用されたときの仕事の出来栄えはいかが
　でしたか？

⑥空き家見回りを知っていますか？

　①年齢

令和４年3月実施
個人家庭・事業所200件に調査、回収数　120件（回収率60.0％）

0
10
20
30

40

50

20～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61～70歳 71～80歳 81歳以上 企業等20歳以下 未回答

1 1
6

13
22

41

29

0
5 2

以
前
か
ら

利
用

既
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シルバー人材センターの利用に
関するアンケート調査結果（一部抜粋）

＊長門会場
　シルバー人材センター事務局

   （東深川正明市4区）

   午前10時～
＊油谷会場
　シルバー人材センター油谷事務所

   （油谷新別名）

    午後1時半～

公益社団法人 長門市シルバー人材センター
令和4年度 入会説明会日程
７月１４日（木） ７月２８日（木）

８月１０日（水） ８月２５日（木）

９月　８日（木） ９月２２日（木）

10月１３日（木） 10月２７日（木）

11月１０日（木） 11月２４日（木）

12月　８日（木） 12月２２日（木）

１月１２日（木） １月２６日（木）

２月　９日（木） ２月２２日（水）

３月　９日（木） ３月２３日（木）

60歳以上の働く仲間大募集！！
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
福
利

厚
生
面
の
充
実
を
図
る
だ
け
で
な
く
、地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、本
年
四
月
か
ら「
シ
ル
バ
ー
フ
レ
ン

ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
制
度
」を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、ご
協
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
事
業
所
や

店
舗
等
を
当
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
県
内
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
利
用
す
る
際
に
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
証
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、店
ご
と
に
様
々
な
特
典

を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

　
現
在
登
録
は
左
表
の
一
覧
の
と
お
り
、

六
月
末
現
在
で
十
三
店
と
な
っ
て
お
り
、

協
力
店
に
は
下
記
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て

あ
り
ま
す
。皆
様
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、協
力
店
に
つ
き
ま
し
て
も
ま
だ

ま
だ
募
集
中
で
す
の
で
、お
知
り
合
い
等

で
こ
の
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
店
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

ま
た
、フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
追
加

が
あ
っ
た
場
合
に
は
随
時
当
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、そ
ち
ら
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

海鮮村　北長門　
長門市三隅下638-1　　☎ 0837-43-2600
【会員特典】　店内商品 ５％引き
 リストランテ　アンジェラ　
長門市仙崎10818-1　ルネッサながと内　☎0837-26-2332
【会員特典】お食事代 ５％引き（ テイクアウトは除きます ）
味勝手 ありさわ 
長門市油谷新別名959-1     ☎ 0837-32-2707
【会員特典】 お食事料金100円引き
ケーキ工房　ハナロマン
長門市油谷伊上４４１８-1　☎ 0837-32-2009　
【会員特典】1,000円以上お買い上げで、５％引き
トリーネふかわ
長門市東深川707-1　☎ 0837-22-2123
【会員特典】ポイントカードのポイント2倍！（他の特典との併用は不可）
餅工房 はんなりの里　  
長門市日置109番地　☎ 0837-37-2310     
 【会員特典】1,000円お買い上げ毎に、100円引き
　　　　　　3,000円以上は一律300円のお買物券を進呈
湯本観光ホテル　西京　
長門市深川湯本１０５１番地　☎ 0837-25-3111
【会員特典】入浴料金 通常1,200円を800円に！（貸しタオル付）
              （ただし、GW、お盆、年末年始は除きます）
油谷湾温泉　ホテル楊貴館　
長門市油谷伊上10130番地　☎ 0837-32-1234
【会員特典】入浴料金 通常1,050円を700円に！（ 平日限定 ）
俵山温泉　白猿の湯
長門市俵山５１７２番地　☎ 0837-29-0036
【会員特典】入浴料金 通常８50円を750円に！ （ 通年 ） 
ドッグサロン PEARL（パール）
長門市西深川1119-1　☎ 090-5696-2478
【会員特典】 ・トリミング後のワンポイントアクセサリーをサービス
                ・フード、ドッグ用品を１０％引き
和食処　㐂楽（きらく）　
長門市仙崎4137-3　☎ 0837-26-1235
【会員特典】ソフトドリンク１杯サービス （ 会員証提示 ご本人様のみ ）
居酒屋　亀亀  
長門市東深川943-6　☎ 0837-22-2208
【会員特典】・食後のコーヒーをサービス
               ・ポイント２倍 （ 昼定食時のみ ）
お食事処 よし松　
長門市東深川991-11　☎ 0837-22-0019
【会員特典】・お食事2,000円以上で、ソフトドリンク1杯サービス
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

   

★シルバーフレンドリーショップご協力店一覧 ★
（令和4年6月末現在、順不同）

▲協力店ステッカー

会員特典いろいろ

シルバーフレンドリー
ショップ
シルバーフレンドリー
ショップ
が始まりました！

チエブクロー

公　　益
社団法人
〒759-4101　山口県長門市東深川正明市4区
TEL（0837）22-5639　FAX（0837）22-6547　HP https:webc.sjc.ne.jp/nagato/

長門市シルバー人材センター

表紙によせて
　今回の表紙となった、油谷向津具にあ
る『向徳寺』は別名『紫陽花寺』とも呼ば
れ、約3,000株の紫陽花を鑑賞できる名所
となっており、この写真は当センター油
谷地区の岡本純忠会員が撮影した今年6
月中旬頃の景観です。

こう とく   じ あ　じ　さ　い　早いもので今年も半分が過ぎました。コロナ禍がなかなか収束の気
配を見せない中、日本では同時に高齢化や人口減少も依然として進行
し、シルバー事業にも影響を及ぼしています。会員の皆様のご協力が、
今後のシルバー人材センターの行方を左右することとなりますので是
非お力添えをお願いいたします。
　これからさらに暑くなります。会員の皆様にはそれぞれ工夫をして
いただきながら、一緒に厳しい夏を乗り切りましょう。

編集後記
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